
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考 前期評価と改善策

① 基本的生活習慣の確立を図
るため、遅刻を防止し、時
間を守る指導を徹底する。

生徒課
各学年

時間を守る意識の高い生徒が増えてい
る。これに加えて、遅刻が常態化してい
た生徒に生活習慣の改善が見られ、遅刻
者数は減少傾向にある。一方で悪天候日
の遅刻に対する取組が必要である。

【成果指標】
遅刻の延べ人数が昨年
度に比べて９０%未満
とする。

遅刻の延べ人数が前年度と比較して
　Ａ：　８０％未満
　Ｂ：　９０％未満
　Ｃ：１００％未満
  Ｄ：１００％以上

Ｃ、Ｄの場合、遅刻が
常態化している生徒に
対して、保護者および
外部機関等と協力して
改善策を検討する。

毎日記録し、月
ごとの集計によ
り推移を注視す
る。

評価Ｄ　100.0％（昨年度前期　74.0％　後期　57.4％）
昨年と比較して遅刻が常態化している生徒は減少したが、依然と
して雨天時の遅刻者が多く、そのほとんどが自家用車やバスの渋
滞が原因である。保護者の協力を得ながら、継続して遅刻防止に
向けての取り組みを行っていく。

② 自発的な挨拶、正しい言葉
遣いなどを身につけ品位の
ある人間性を養う。

生徒課
各部活動

登校指導において、教師から働きかける
ことにより生徒の挨拶への意識は高まっ
ている。しかし、自ら挨拶をしようとい
う意識が十分とは言えない。

【成果指標】
生徒が自ら進んで挨拶
ができる。

自ら進んで挨拶できる生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に
学校評価（生
徒）で調査す
る。

評価Ｃ　81.6％（昨年度前期　80.0％　後期　81.4％）
登下校のみならず、校内でも進んで挨拶をする生徒が増え、アン
ケートでも、全校生徒の8割が「自ら進んで挨拶している」と回答
している。一方で、自分から声をかけることに抵抗がある生徒も
いるため、自発的に挨拶できるような意識づけをしていきたい。

③ いじめ防止に関する講話や
教員対象の研修会などによ
り、生徒・教員ともにいじ
めに関する認識の向上を図
り、いじめの起こらない雰
囲気をつくる。

生徒課
保健相談課
各学年

「いじめはどこにでもある」という認識
のもと、実態の把握に努め、個々の事案
について、組織的かつ迅速に対応してい
る。しかし、ネットトラブルについては
見えない部分も多く、外部機関とも連携
しながら未然防止に努める必要がある。

【成果指標】
いじめを見逃さない学
校づくりに組織的に取
り組んでいる。

本校の「いじめ防止基本方針」に基づいて、いじめ
やネットトラブルの未然防止に学校全体で組織的に
取り組んでいると回答する教職員の割合が
　Ａ：１００％
　Ｂ：　９０％以上
　Ｃ：　８０％以上
　Ｄ：　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に
学校評価（教
員）で調査す
る。

評価Ａ　100.0％（昨年度前期　100％　後期　100％）

教職員全体が「いじめはどこにでも起こる」という認識を持ち、
些細なことでも情報交換することによりトラブルの未然防止に努
めている。今後も継続して生徒からの小さなサインを見逃さず、
いじめの早期発見・対処に努めていく。

④ 学校生活の中で、環境保全
に対する生徒の意識を高
め、実践する。

保健相談課
生徒課
各学年

ゴミの分別などに関する生徒の意識は高
く、環境保全に対する生徒の自己評価は
高い。しかし、電気の消し忘れが多く、
引き続き環境教育を継続して進める必要
がある。

【成果指標】
ゴミの分別、教室やト
イレの消灯が正しくな
されている。

ゴミの分別、教室やトイレの消灯、校内の環境保全
活動に積極的に取り組んでいる生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に
学校評価（生
徒）で調査す
る。

評価Ａ　91.3％（昨年度前期　87.4％　後期　90.8％）

ゴミの分別はできていると思うが、校内を見回ると電気の消し忘
れは多く、アンケート結果は実態よりも高めに出ていると思われ
る。引き続き環境教育に取り組みたい。

① 不断の授業改善の実現に向
けて、教科を超えて学び合
う互見授業や研究授業を実
施することにより、教員の
資質を向上させ、生徒の学
習意欲向上を図る。

教務課
各教科

新学習指導要領の実施に伴い授業および
評価の改善に向けた教員の意識は高まり
つつある。また、今年度から一人一台端
末が整備されたことにより、効果的な活
用への模索が若手教員中心に行われ、そ
れが全教員へ波及することが期待され
る。これらを踏まえて、主体的・対話的
で深い学びのある授業を目指して、さら
なる取組を推し進めている。

【努力指標】
生徒の学びが主体的・
対話的で深いものとな
るような授業手法を取
り入れている。

（生徒）本校の教員は、生徒が主体的・対話的で深
く学習できる授業を行っていると回答する生徒の割
合が
　Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上　  Ｄ：７０％未満

（教員）生徒の学びが主体的・対話的で深いものと
なるような授業手法を取り入れていると回答する教
員の割合が
　Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上

Ｃ、Ｄの場合、授業改
善の状況、指導法を再
検討する。

７月と１２月に
授業評価（生
徒）、学校評価
（教員）で調査
する。

生徒：評価Ｂ　平均 89.2%（昨年度前期 87.0％　後期 88.9％）
　　　　　　　Ｑ５ 92.5%
　　　　　　　Ｑ６ 85.8%
教員：評価Ａ　問２ 95.4%（昨年度前期 83.3%　後期 87.6%）

「主体的・対話的で深い学び」という点においては、生徒、教員
ともに意識が高まっている。今後は、グループ協議が活性化する
課題の設定、生徒の発表の機会を増やすことなど、生徒のコミュ
ニケーション能力が高められる工夫をしていく。

② 低学年からの進路指導を意
識して、学習時間調査や面
談を活かし、生徒が見通し
を持って家庭学習に取り組
む態度を育て、学習習慣の
定着を図る。

教務課
各学年
各教科

毎日の家庭学習状況を担任が把握し、学
習内容の偏りや時間不足の生徒に対し速
やかに面談を行い助言や支援を行ってい
る。今後は、家庭学習につながる授業展
開を工夫し、生徒の主体的な学習習慣の
定着に向けて取り組む必要がある。

【成果指標】
自ら継続的に家庭学習
に取り組むことを重視
する。２時間以上家庭
学習をしている生徒の
割合が６０％以上であ
る。

１日平均２時間以上、家庭で学習している生徒の割
合が
  Ａ：７０％以上
  Ｂ：６０％以上
  Ｃ：５０％以上
  Ｄ：５０％未満

学年別に評価し、Ｃ、
Ｄの場合、学習指導の
あり方を再検討する。

年５回、定期考
査前に家庭学習
時間調査を実施
する。

評価Ｃ
考査１週間前平均 56.3%（昨年度前期 58.3％　後期 62.0％）
　　　　　　　　　　　　　 １年生　　  ２年生 　　３年生
１学期中間考査２週間前　　　17.5%　　　22.9%　　　31.0%
　　　　　　　１週間前　　　18.9%　　　60.0%　　　68.6%
１学期期末考査２週間前　　　12.9%　　　35.1%　　　36.1%
　　　　　　　１週間前　　　30.7%　　　73.1%　　　73.2%

中間考査前よりも期末考査前の方が学習時間が増加したが、まだ
まだ定期考査に対する意識の低い生徒が多い。（特に１年生）
生徒が明確な進路志望を持ち、学習意欲が高められることが一番
良いが、まずは生徒に定期考査の大切さをもっと伝える必要があ
る。また、各教科において、定期考査に向けた具体的な学習法を
提示する必要がある。

① ホーム担任等との面談を繰
り返し、生徒が将来を見据
えてより高い進路目標を設
定できるようにするととも
に、生徒の進路実現に向け
て、全教職員でサポートす
る体制を整える。

進路指導課
各学年

全教員で「より高みを目指した進路実
現」という目標を共有し、こまめな面談
で生徒との良好な関係が実現されている
が、生徒一人ひとりの適性や能力をふま
え、適切な目標設定と将来の進路につい
てより深く考えるための情報を提供する
必要がある。

【満足度指標】
各種ガイダンスや面談
指導によって志望する
進路先が具体的に示せ
るようになった生徒の
割合が８０％以上であ
る。

担任との個人面談や進路ガイダンスにより、志望す
る進路先を明確にすることができた生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内
容や時期、および面談
回数等、生徒への情報
提供のあり方や意識づ
け方法を検討する。

７月と１２月に
学校評価（生
徒）で調査す
る。

評価Ｂ　89.8％（昨年度前期　90.1％，後期　91.7％）
面談が進路を考える上で参考になったと回答した生徒の割合が、
１年生89.8％、２年生89.9％、３年生89.5％で、全体では89.8％
であった。担任による生徒一人一人に応じたきめ細かい面談を
行っていることが生徒から評価されている。後期はさらに面談を
通して、より高い進路目標を掲げ実現に向けて努力するよう生徒
に働きかけていく。

② 地元で活躍できる人材の育
成を図るため、地元県内大
学を第一志望とする生徒と
保護者に対し、年度当初よ
り進路説明会を実施し、合
格に向けての個別の取組
（平日補習、土曜補習等）
を行う。

県内大学を受験する生徒が多い。県内大
学の難化傾向の落ち着きと、生徒がⅡ期
募集まで諦めずに粘り強くチャレンジし
たことにより、合格率に回復が見られ
る。目標達成に向けた具体的な数値目標
を提示することで、生徒が努力を続ける
ための意欲をサポートしている。

【成果指標】
志望する地元の上級学
校の合格率、国公立大
学志望者が粘り強く取
り組めたかを実際に受
験した割合とし、どち
らも７０％以上とす
る。

(地元上級学校)
志望する地元の上級学校に合格した生徒の割合が
　　Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
　　Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満
(国公立大学の志望)
９月時点で国公立大学を志望した生徒のうち推薦･一
般入試を受験した生徒の割合が
　　Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
　　Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度
の取組を再検討する。

適正な進路目標
を設定させたう
えで、３年次９
月の進路希望調
査における第一
志望を元に年度
末に進路状況を
集計する。

９月進路志望調査前のため、４月進路志望調査を経年比較した。

四年制大学志望者が減少し、短大・専門学校志望の割合が増加し
ている。国公立大の志望者はやや増加（29人→39人）であるが、
県内私大の志望者数は大きく減少（119人→69人）し、県内短大も
半減（42人→21人）。一方、看護系以外の専門学校志望が増加
（40人→59人）である。
９月に行う調査結果も踏まえ、目標達成に向けた生徒の意識の維
持向上や、学力の伸長を図っていきたい。

２ 生徒が学習意欲
を高め主体的に
学ぶ態度と方法
を体得できるよ
う、教職員は深
い学びの実現に
向けて授業改善
を重ね、評価の
研究を進める。

３ 生徒がより高い
進路目標を掲げ
その実現に向け
て邁進できるよ
う、教職員は総
力を挙げて生徒
一人一人の進路
実現を支援す
る。

令和４年度　学校評価計画書（前期評価） 石川県立金沢伏見高等学校
重点目標 具体的取組

１ 生徒があらゆる
場で誠実さ・聡
明さ・品位・心
の豊かさを追求
できるよう、教
職員は安全で規
律ある安心でき
る学校生活を
日々実現する。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考 前期評価と改善策重点目標 具体的取組

【成果指標】
部活動に登録した生徒
が全体の８５％以上で
ある。

部活動に登録した生徒の延べ人数が全生徒の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活
動の活動内容・記録等
を周知するとともに高
校生活を通して部活動
を続ける意義を実感さ
せる取組を再検討す
る。

５月と１０月に
部加入率の調査
を実施し、３年
は５月、１・２
年は１０月も含
めて評価する。

評価Ｂ　85.3％（昨年度前期　80.5％　後期　80.5％）

原則全員加入の1年生は94.6％と高い数値であるが、3年生の女子
は68.8％と他と比べ低い数値になっている。3年生の加入率の低さ
は、本学年が入学時からコロナで十分な活動ができなかったこと
も原因の一つと考えられる。

【満足度指標】
部活動が学校生活を活
力あるものにしている
と考えている生徒が加
入者の８０％以上であ
る。

部活動が学校生活を活力あるものにしていると考え
ている生徒の割合が加入者の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活
動の活動時間や内容等
を検討する。

７月と１２月に
学校評価（生
徒）で調査す
る。

評価Ｂ　83.1％（昨年度前期　76.5％　後期　74.8％）

コロナ禍での部活動の実施方法もある程度確立され、大会等も実
施されるようになったため、目標を持って部活動に取り組む生徒
が増加した。

② ボランティア活動後の振り
返りを充実させ、自己の成
長を実感させることで、ボ
ランティア活動に積極的に
参加する意識を一層高め
る。

特活課
各学年
各部活動

伏見川清掃や地元町会と雪かきボラン
ティア協定を締結するなど、地域から信
頼される学校づくりの一環としてボラン
ティア活動への参加を促している。

【成果指標】
ボランティア活動が学
校生活の充実につなが
ると回答する生徒が参
加生徒の８０％以上で
ある。

ボランティア活動が学校生活の充実につながると回
答する生徒が参加生徒の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、活動計
画の周知を徹底すると
ともに、活動の意義を
実感させる取組を再検
討する。

ボランティア活
動後に参加生徒
を対象に調査す
る。

評価 Ｄ　67.0％（昨年度前期　66.8％　後期　70.7％）

4月の伏見川清掃をはじめ、同窓会の宛名貼りボランティア、サ
マーボランティアなど、募集に対し積極的に応募する生徒が多
い。また、参加した生徒も積極的に活動している。

※昨年度も学校評価アンケート（生徒）問９の項目で判定してい
る

５ ① 副校長
保健相談課
学年主任

生徒および職員のマスク着用に関する意
識は概ね高い。しかし、食事などのマス
クを外した場面における感染防止対策へ
の意識を高め、丁寧な手洗いを行う必要
がある。更に、感染やその疑いのある場
合の行動に個々人の認識の差異が見られ
る。

【成果指標】
感染防止に対する取組
を日々実行できている
と回答する生徒が８
０％以上である。

学校および家庭において感染防止に対する取組がで
きていると回答する生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、活動計
画の周知を徹底すると
ともに、活動の意義を
実感させる取組を再検
討する。

７月と１２月に
学校評価（生
徒）で調査す
る。

評価Ａ　94.0％（よくあてはまる　50.5％　あてはまる43.5％）

マスク着用に関しては習慣化していると思われるが、体育の授業
や部活動の前後でマスクを外して話す姿が見られる。また、教室
での昼食の場面は黙食が守られているが、友人との校外施設での
食事の場面では黙食できていない例も散見されるので、今後も注
意を促していきたい。

【努力指標】
全教員が生徒の感染防
止に向けた取組を行っ
ている。

（全教員）本校の感染防止対策が十分行われている
と考える教員の割合が、
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度
の取組を再検討する。

７月と１２月に
学校評価（教
員）で調査す
る。

評価Ａ 95.4％（よくあてはまる32.6％，あてはまる62.8％）
２年前の一斉休校から始まり手探りで対策を行ってきた。対策疲
れや慣れから基本的な感染防止対策がおざなりにならないよう
に、養護教諭や学校薬剤師による講話、黙食指導の徹底などを
行っている。今後も基本的な対策である、手洗いや手指消毒の徹
底、マスクの正しい着用、こまめな換気、三密の回避を徹底して
いきたい。

【努力指標】
全教員が業務の効率化
やタイムマネジメント
の意識を高める。

（全教員）業務の効率化やタイムマネジメントの意
識が高まったと考える教員の割合が、
　Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
　Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度
の取組を再検討する。

７月と１２月に
学校評価（教
員）で調査す
る。

評価Ｄ　34.9％（昨年度前期　66.7％，後期　64.6％）
昨年度は前期が66.4％，後期が64.6％であったが、本年度の落ち
込みが激しい。業務の効率化に取り組んで４年目となることに加
え、従来からの業務にウィズコロナによる業務が加わり、タイム
マネジメント意識だけでは立ち行かない閉塞感がある。今後は業
務の縮減も含めて検討していきたい。

【努力指標】
各課・学年主任が業務
の効率化やタイムマネ
ジメントに積極的に取
り組んでいる。

（各課・学年主任）主任を務める校務分掌におい
て、業務の割り振りや効率化を図ることについて、
　Ａ：積極的に取り組んでいる。
　Ｂ：取り組んでいる。
　Ｃ：あまり取り組んでいない。
　Ｄ：取り組んでいない。

Ａ、Ｂが８０％未満の
場合、次年度の取組を
再検討する。

７月と１２月に
各課・学年主任
に調査する。

評価Ｂ　80.0％（昨年度前期　88.9％，後期　89.0％）
Ｂ評価は確保できているものの昨年度は88.9％であり数値は下降
した。これは、従来からの業務にウィズコロナによる業務が加わ
り、昨年度に比べて業務量が増加していることが背景にある。ま
た、生徒数減少に伴う教員数の減少が各課の人員数に影響してい
ることや、子育て世代の教員が増えたことも要因の一つと考えら
れる。業務の絶対量を減らす工夫が求められている。

７ 教職員は、担当
する教育活動の
成果等につい
て、保護者や地
域に対し迅速か
つわかりやすく
学校ＨＰや印刷
物等を活用して
報告する。

① 本校ホームページをより閲
覧しやすいように工夫し、
保護者や地域、中学生とそ
の保護者等への情報提供を
一層充実させる。緊急連絡
は、一斉配信メールに加え
てホームページでも発信す
る。

副校長
各課
学年主任

各課、学年および部活動からの積極的な
情報発信と内容の更新により、ホーム
ページ閲覧数は増加している。しかし更
新の少ない項目があり、すべての分掌お
よび部活動顧問が定期的に更新できるよ
う体制を整える必要がある。緊急連絡の
発信は一斉メール配信とあわせて効果的
に活用していく。

【成果指標】
ホームページやメール
配信などで必要な情報
を得ることができたと
回答する保護者の割合
が８０％以上である。

ホームページやメール配信などで必要な情報を得る
ことができたと回答した保護者等の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、提供す
る情報の内容等につい
て再検討する。

７月と１２月に
学校評価（保護
者）で調査す
る。

評価Ｂ　89.5％（昨年度前期　89.1％，後期　91.2％）
昨年度と数値としての変化はないが、保護者アンケートの自由記
述では昨年度よりホームページの更新頻度が高いことを評価して
いただいた。また、メール配信では保護者への配付物の案内があ
ることを評価していただいた。これからも保護者や地域に対して
迅速かつ分かりやすく情報を提供していきたい。

部活動の加入率を高めて、
学校全体の活性化を図る。
また、生徒のバランスのと
れた生活や成長に配慮しな
がら、部活動が適切に行わ
れているか検証する。

特活課
各学年
各部活動

「部活動が学校生活を活力あるものにし
ている」と認識している生徒が多く、生
徒は部活動を通して学校生活の充実を
図っている。一方で、学年が進むに連れ
て加入率が下がる傾向があり、３年間継
続して活動できるよう、活動内容の工夫
や環境づくりに取り組む必要がある。ま
た、教師の時間外勤務の削減を念頭に、
短時間で効率的な活動による生徒の満足
度の向上を目指している。

６ 教職員は１から
５の実現のた
め、より効率的
かつ効果的な業
務遂行を図り、
組織的な業務改
善策を提案す
る。

① 教職員が担当業務に応じて
タイムマネジメントの意識
を高め、分掌業務の効率化
を図ることにより、勤務時
間外の分掌業務を削減す
る。

副校長
各課
学年主任

昨年度は、ＧＩＧＡスクール構想に伴う
研修、新学習指導要領に基づく教育課程
や観点別学習評価の準備等、業務量が増
加した。これらの業務に関してタイムマ
ネジメントの意識を一層高め、業務の効
率化が図れるよう働き方を更に見直すよ
う努めていく。

新型コロナウイ
ルスの感染およ
びその拡大のリ
スクを可能な限
り低減した上で
学校運営を継続
し、生徒の様々
な学習の場面を
保障する。

①

長くなったコロナ禍である
が、改めて新しい生活様式
を遵守し、感染リスクの低
減に努める。また、生徒や
職員が感染した際の連絡体
制およびその対応につい
て、抜かりなく行うことで
感染拡大防止に努める。

４ 生徒が生徒会活
動・部活動・学
校内外の行事・
体験活動を積極
的に行い成長で
きるよう、教職
員は主体性を引
き出す働きかけ
に努める。
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